
令和年月日 火曜日 (第号付録) 月目録官 報

日

号
外

ペ
ー
ジ

二
五
九

国
立
武
蔵
野
学
院
附
属
人
材

育
成
セ
ン
タ
ー
入
所
規
程
の

一
部
を
改
正
す
る
件

二

六

二
六
〇

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
第
七
十
七
条
の

二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生

労
働
大
臣
の
定
め
る
表
示
を

定
め
る
件

二
138
三
九

二
六
一

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
第
十
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
試
験
検
査
機
関
の
登

録
事
項
を
変
更
し
た
旨
の
届

出
が
あ
っ
た
旨
を
公
示
す
る

件

六

四

二
六
二

食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
四
147
三
九

二
六
三

国
立
感
染
症
研
究
所
製
品
交

付
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

件

一
五
148
一
一

二
六
四

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の

権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る

た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る

法
律
第
三
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
同
条
第
一
項
の
特

定
権
利
利
益
に
係
る
期
間
の

延
長
に
関
し
当
該
延
長
後
の

満
了
日
を
令
和
二
年
十
二
月

二
十
八
日
と
す
る
措
置
を
指

定
す
る
件

一
七
特85

二

二
六
五

粉
じ
ん
作
業
を
行
う
坑
内
作

業
場
に
係
る
粉
じ
ん
濃
度
の

測
定
及
び
評
価
の
方
法
等

二
〇

三

二
六
六

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先

進
医
療
及
び
患
者
申
出
療
養

並
び
に
施
設
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
〇

五

二
六
七

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二

条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で

の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大

臣
が
指
定
す
る
高
度
管
理
医

療
機
器
、
管
理
医
療
機
器
及

び
一
般
医
療
機
器
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
〇

五

二
六
八

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
関
係

手
数
料
令
第
十
二
条
第
一
項

第
一
号
イ

の
規
定
に
基
づ

き
特
別
の
注
意
を
要
す
る
も

の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の

指
定
す
る
高
度
管
理
医
療
機

器
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
〇

五

二
六
九

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二

条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
厚

生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
特

定
保
守
管
理
医
療
機
器
の
一

部
を
改
正
す
る
件

二
〇

五

二
七
〇

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
第
百
七
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働

大
臣
が
指
定
す
る
管
理
医
療

機
器
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
〇

五

二
七
一

令
和
二
年
に
お
け
る
医
療
施

設
静
態
調
査
の
調
査
の
期

日
、
調
査
票
の
様
式
及
び
調

査
票
の
提
出
期
限
を
定
め
る

件

二
一
152

四

二
七
二

令
和
二
年
に
お
け
る
患
者
調

査
の
調
査
の
期
日
、
調
査
票

の
様
式
及
び
調
査
票
の
提
出

期
限
を
定
め
る
件

二
一
152
一
六

二
七
三

動
態
調
査
の
調
査
票
の
様
式

の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
一
152
二
八

二
七
四

生
物
学
的
製
剤
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
一
152
二
九

二
七
五

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
四

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
検
定
を
要
す
る
も
の
と

し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定

す
る
医
薬
品
等
の
一
部
を
改

正
す
る
件

二
一
152
三
二

二
七
六

石
綿
障
害
予
防
規
則
第
三
条

第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

二
七

四

二
七
七

石
綿
障
害
予
防
規
則
第
三
条

第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
等

二
七

四

二
七
八

石
綿
障
害
予
防
規
則
第
四
条

の
二
第
一
項
第
三
号
の
規
定

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
物

二
七

四

二
七
九

石
綿
障
害
予
防
規
則
第
六
条

の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

物

二
七

五

二
八
〇

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等

及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政

令
第
五
十
七
条
の
二
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
率
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
八
155
四
五

二
八
一

雇
用
保
険
法
第
十
八
条
第
一

項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
同
条
第
四
項
に
規
定
す

る
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更

す
る
件

三
一

六

二
八
二

雇
用
保
険
法
第
十
九
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第

一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
控

除
額
を
変
更
す
る
件

三
一

六

二
八
三

雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
第

七
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条

第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る

支
給
限
度
額
を
変
更
す
る
件

三
一

六

二
八
四

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進

並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安

定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第

一
条
の
四
第
九
項
の
規
定
に

基
づ
き
同
条
第
八
項
に
規
定

す
る
控
除
額
を
変
更
す
る
件

三
一

六

二
八
五

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進

並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安

定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第

一
条
の
四
第
五
項
か
ら
第
七

項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
同

条
第
五
項
に
規
定
す
る
自
動

変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件

三
一

六

二
八
六

金
属
ア
ー
ク
溶
接
等
作
業
を

継
続
し
て
行
う
屋
内
作
業
場

に
係
る
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃

度
の
測
定
の
方
法
等

三
一
158
二
一

二
八
七

令
和
二
年
七
月
豪
雨
に
際
し

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た

市
町
村
の
区
域
に
お
け
る
国

民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
及

び
船
員
保
険
等
の
年
金
受
給

権
者
等
が
届
書
等
を
提
出
す

べ
き
日
を
延
長
す
る
件

三
一
特90

二


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